
Nutrition support Team                                                        June.1.2011 

 

Nutrition Support Times 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

Enhanced Recovery After Surgery,(ERAS)Enhanced Recovery After Surgery,(ERAS)Enhanced Recovery After Surgery,(ERAS)Enhanced Recovery After Surgery,(ERAS)、、、、    

術後回復能力強化プログラムについて術後回復能力強化プログラムについて術後回復能力強化プログラムについて術後回復能力強化プログラムについて    

 先日，部長会で ERAS についてご紹介させていた

だきました。すでにご存知の方も多いと思います。 

これはヨーロッパで始まった概念で、手術を受ける

患者さんを、鎮痛，栄養、早期リハビリにてよりダメ

ージを軽く，回復を早くして安全かつ早期に退院出

来るようにサポートする方略です。今月号のしおか

ぜにも載っていますので是非そちらもご参照下さ

い。また、管理法のまとめに関して下図をご覧くださ

い。より具体的にご説明しますと、ACERTO(e-Spen, 

theEuropean e-Journal of Clinical Nutrition and 

Metabolism, 2008. 3, 78-83)という研究ではブラジル

にて行われた 230 人の ERAS 群と古典的な管理群

78 人を比較した論文でも基礎データに差はないで

すが、完全に ERAS 管理できた群と古典的な管理

群の比較では全在院日数、術後在院日数とも 2 日

短く、創部感染発症確率は古典群が 11.5%だったの

に対し、完全 ERAS 群では 2.5%でした。また非感染

性の合併症でもそれぞれ 15.4%と 4.1%でした。具体

的な管理の違いに関しては図をご覧ください。 

今現在，日本でも行なっている施設が徐々に増

えだしています。われわれも新病院移転を機に，周

術期の管理法をすこしでもみんなで改善していきた

いと思っています。また、部長会でお話しする準備

のために、無作為というよりは私がたまたまであっ

た外科系診療科の方々に緊急でアンケートを取ら

せていただきました。回収率が 21 人中 21 人と

100%のアンケートとなりました。この場をお借りして

御協力いただいた方々にお礼申し上げます。 

その結果ですが，非常に興味深く，食事許可を出

している時間が科によりますが，6 時間未満が

30%,6-24 時間以内が 26%でした。ERAS では手術当

日からの経口飲水，食事を目指しています。 

また、食事許可の目安で、飲水で確認して問題な

かったらとしている方々が 45%,放屁の確認後が 13%,

蠕動音確認後が 39%でした。この放屁、蠕動音確認

は ERAS のみならず、アメリカ静脈経腸栄養学会で

の集中治療栄養ガイドラインでもそれらは食事できる

目安にはならず、循環動態が安定している限り軽度

のイレウスに対しては食事を始める事で消化管蠕動

を活性化する(gradeE)としています。 

ぜひ今後は放屁や蠕動音確認にこだわらずに経

口飲水、食事を始めていただければと思います。 

それと、術後の輸液制限も、科によりますが手術当日

は 30%程度は 60mL/h 程度の維持液投与となってい

ます。ERAS での輸液もおおむね手術当日は

65mL/h 程度となっています。そして経口補水を進め

ています。水分，ナトリウム負荷は腸管浮腫につなが

るという考え方からです。 

 

 

 

 

 

今後、外科系診療科各科にご協力をいただくと思

います。何卒よろしくお願いいたします。 

ＮＳＴチェアマン Naoki higashibeppu 

 

 

 

月日 内容 担当 
6/23 

7/28 
病院移転のため中止 

8/25 経腸栄養について 未定 
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☆在院日数

の短縮も望め

そうですね。 

来月からは

新病院に

移ります。

新たな  

気持ちで 

がんばりま

しょう！ 


